




要約:昭和 58 年に入院して退院した超未熟児の医療費は平均 425 万円であった。米国での

超未熟児の医療費は約2倍であった。58年の未熟児病棟の総収入は21,200万円であった。

未熟児病棟で働いている直接人件費は 7,849 万円で総収入の 37%であった。 


